
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1007 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
英語コミュニケーション

Ⅰ 
２ 第 1学年 

Big Dipper 

 English CommunicationⅠ 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語コミュニケーションⅠの授業は、「聞くこと」、「話すこと（やり取り、発表）」、「読むこと」、

「書くこと」という 4技能 5 領域の力をつける授業です。聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなど

について話したり書いたりする言語活動を多く行います。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識し

て学習しましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・ゆっくりはっきりと

発話される基本的な英

文を１文聞き取ったあ

と、リピートすること

ができる。 

・ゆっくりはっきりと

話されれば、自分自身

や家族、学校など身の

回りのことについて聞

き取ることができる。 

・待ち合わせの時間や

場所といった日常的な

内容のメール文など具

体的な事柄について書

かれたものを読み、理

解することができる。 

・簡単な語や表現を使

って書かれた短い物語

や身近なトピックに関

する短い文章を挿絵や

写真を参考にしながら

理解することができ

る。 

基本的な語や表現を使

って、好き嫌いやでき

ることできないことな

ど日常的な事柄につい

てやり取りをすること

ができる。 

前もって準備した上

で、決まった表現や形

式を用いて自分や他人

のことを紹介すること

ができる。 

簡単な語や基礎的な表

現を用いて、身近なこ

と(好きなもの嫌いな

もの、学校生活など)に

ついて複数の文を書く

ことができる。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・外国語の音声や語彙、表現、文法、言

語の働きなどの理解を深めるとともに、

これらの知識を、聞くこと、読むこと、

話すこと、書くことによる実際のコミュ

ニケーションにおいて、目的や場面、状

況などに応じて適切に活用できる技能

を身に付けている。 

・コミュニケーションを行う目的や場

面、状況に応じて、日常的な話題や社会

的な話題について、外国語で情報や考え

などの概要や要点、詳細、話し手や書き

手の意図などを的確に理解したり、これ

らを活用して適切に表現したり伝え合

ったりしている。 

・外国語の背景にある文化に対
する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しな
がら、主体的、自律的に外国語
を用いてコミュニケーションを
図ろうとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

1 

Lesson 1 

Have a 

Good Day 

with a Good 

Breakfast 

 

 

聞くこと 

a: 世界の朝食に関する英文を聞き，その内容を理解する技能を身に

付けている。。 

b: それぞれの写真に適当な英文を選ぶために，世界の朝食について

話された内容の概要を捉えている。 

c: それぞれの写真に適当な英文を選ぶために，世界の朝食について

話された内容の概要を捉えようとしている。 

定期考査 

（リスニング） 

読むこと 

a: 側注・脚注の語彙や，Hints for Understanding の言語材料（現在

形，過去形，未来を表す表現，現在完了，現在進行形，命令文）を

理解している。 

b: 朝食の重要性について，理解を深めるために，各 Part 本文の内容

を読み取り，概要や要点を把握している。 

c: 朝食の重要性について，理解を深めるために，各 Part 本文の内容

を読み取り，概要や要点を把握しようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（発表） 

a: 側注・脚注の語彙や，Hints for Understanding の言語材料（現在

形，過去形，未来を表す表現，現在完了，現在進行形，命令文）を

理解している。 

b: 朝食の重要性について，理解を深めるために，各 Part 本文の内容

を読み取り，概要や要点を把握している。 

c: 朝食の重要性について，理解を深めるために，各 Part 本文の内容

を読み取り，概要や要点を把握しようとしている。 

スピーキング 

テスト 

書くこと 

a: 現在形，過去形，未来を表す表現，現在完了，現在進行形の用法に

ついて理解している。 

b: 自分の気持ちや考えを伝えるために，ターゲットとなる文法事項

を用いて質問に答えたり，短い英文を書いたりしている。 

c: 自分の気持ちや考えを伝えるために，ターゲットとなる文法事項

を用いて質問に答えたり，短い英文を書いたりしようとしている。 

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

Lesson 2 

A Mascot 

with a 

Mission 

聞くこと 

a: 町おこしに関する英文を聞き，その内容を理解する技能を身に付

けている。 

b: それぞれの写真に適当な英文を選ぶために，町おこしについて話

された内容の概要を捉えている。 

c: それぞれの写真に適当な英文を選ぶために，町おこしについて話

された内容の概要を捉えようとしている。 

定期考査 

（リスニング） 

読むこと 

a: 側注・脚注の語彙や，Hints for Understanding の言語材料（文型

〈SVC〉〈SVO〉，不定詞，動名詞）を理解している。 

b: ゆるキャラ®の役割や活動について，理解を深めるために，各 Part

本文の内容を読み取り，概要や要点を把握している。 

c: ゆるキャラ®の役割や活動について，理解を深めるために，各 Part

本文の内容を読み取り，概要や要点を把握しようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やり取

り） 

a: 側注・脚注の語彙や，Hints for Understanding の言語材料（文型

〈SVC〉〈SVO〉，不定詞，動名詞）を理解している。 

b: ゆるキャラ®の役割や活動について，理解を深めるために，各 Part

本文の内容を読み取り，概要や要点を把握している。 

c: ゆるキャラ®の役割や活動について，理解を深めるために，各 Part

本文の内容を読み取り，概要や要点を把握しようとしている。 

スピーキング 

テスト 

書くこと 

a: 文型〈SVC〉〈SVO〉，不定詞，動名詞の用法について理解してい

る。 

b: 自分の気持ちや考えを伝えるために，ターゲットとなる文法事項

を用いて質問に答えたり，短い英文を書いたりしている。 

c: 自分の気持ちや考えを伝えるために，ターゲットとなる文法事項

を用いて質問に答えたり，短い英文を書いたりしようとしている。 

ライティング課題 

定期考査 

（ライティング） 

期末考査 

2 

Lesson 3 

Two Kinds 

of 

Leadership 

聞くこと 

a: さまざまなリーダーに関する英文を聞き，その内容を理解する技

能を身に付けている。 

b: それぞれの写真に適当な英文を選ぶために，さまざまなリーダー

について話された内容の概要を捉えている。 

c: それぞれの写真に適当な英文を選ぶために，さまざまなリーダー

について話された内容の概要を捉えようとしている。 

定期考査 

（リスニング） 
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読むこと 

a: 側注・脚注の語彙や，Hints for Understanding の言語材料（受動

態，関係代名詞(who/which/that)，文型〈SVO1O2〉〈SVOC〉）

を理解している。 

b: 異なる 2 つのリーダーシップのタイプ（サル型/ゴリラ型）や指導

者の適性について，理解を深めるために，各 Part 本文の内容を読

み取り，概要や要点を把握している。 

c: 異なる 2 つのリーダーシップのタイプ（サル型/ゴリラ型）や指導

者の適性について，理解を深めるために，各 Part 本文の内容を読

み取り，概要や要点を把握しようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（発表） 

a: 側注・脚注の語彙や，Hints for Understanding の言語材料（受動

態，関係代名詞(who/which/that)，文型〈SVO1O2〉〈SVOC〉）

を理解している。 

b: 異なる 2 つのリーダーシップのタイプ（サル型/ゴリラ型）や指導

者の適性について，理解を深めるために，各 Part 本文の内容を読

み取り，概要や要点を把握している。 

c: 異なる 2 つのリーダーシップのタイプ（サル型/ゴリラ型）や指導

者の適性について，理解を深めるために，各 Part 本文の内容を読

み取り，概要や要点を把握しようとしている。 

スピーキング 

テスト 

書くこと 

a: 受動態，関係代名詞(who/which/that)，文型〈SVO1O2〉〈SVOC〉

の用法について理解している。 

b: 自分の気持ちや考えを伝えるために，ターゲットとなる文法事項

を用いて質問に答えたり，短い英文を書いたりしている。 

c: 自分の気持ちや考えを伝えるために，ターゲットとなる文法事項

を用いて質問に答えたり，短い英文を書いたりしようとしている。 

定期考査 

（ライティング） 

中間考査 

Lesson 4 

Older Sports 

and Newer 

Sports 

聞くこと 

a: さまざまなスポーツに関する英文を聞き，その内容を理解する技

能を身に付けている。 

b: それぞれの写真に適当な英文を選ぶために，さまざまなスポーツ

について話された内容の概要を捉えている。 

c: それぞれの写真に適当な英文を選ぶために，さまざまなスポーツ

について話された内容の概要を捉えようとしている。 

定期考査 

（リスニング） 

読むこと 

a: 側注・脚注の語彙や，Hints for Understanding の言語材料（最上

級，比較級，原級）を理解している。 

b: マラソン，バスケットボール，スポーツクライミング，e スポーツ

について，それらの歴史や魅力について，理解を深めるために，各

Part 本文の内容を読み取り，概要や要点を把握している。 

c: マラソン，バスケットボール，スポーツクライミング，e スポーツ

について，それらの歴史や魅力について，理解を深めるために，各

Part 本文の内容を読み取り，概要や要点を把握しようとしている。 

定期考査 

（リーディング） 

話すこと 

（やり取

り） 

a: 側注・脚注の語彙や，Hints for Understanding の言語材料（最上

級，比較級，原級）を理解している。 

b: マラソン，バスケットボール，スポーツクライミング，e スポーツ

について，それらの歴史や魅力について，理解を深めるために，各

Part 本文の内容を読み取り，概要や要点を把握している。 

c: マラソン，バスケットボール，スポーツクライミング，e スポーツ

について，それらの歴史や魅力について，理解を深めるために，各

Part 本文の内容を読み取り，概要や要点を把握しようとしている。 

スピーキング 

テスト 

書くこと 

a: 最上級，比較級，原級の用法について理解している。 

b: 自分の気持ちや考えを伝えるために，ターゲットとなる文法事項

を用いて質問に答えたり，短い英文を書いたりしている。 

c: 自分の気持ちや考えを伝えるために，ターゲットとなる文法事項

を用いて質問に答えたり，短い英文を書いたりしようとしている。 

ライティング課題 

定期考査 

（ライティング） 

期末考査 

3 

Lesson 5 

AI Meets 

the Arts 

聞くこと 

a: さまざまな AI 製品に関する英文を聞き，その内容を理解する技能

を身に付けている。 

b: それぞれの写真に適当な英文を選ぶために，さまざまな AI 製品に

ついて話された内容の概要を捉えている。 

c: それぞれの写真に適当な英文を選ぶために，さまざまな AI 製品に

ついて話された内容の概要を捉えようとしている。 

定期考査 

（リスニング） 

読むこと 

a: 側注・脚注の語彙や，Hints for Understanding の言語材料（名詞

を修飾する分詞，形式主語〈It is ～ that ....〉，形式主語〈It is ～ 

(for A) to do ....〉）を理解している。 

b: AI や AI による芸術について，理解を深めるために，各 Part 本文

の内容を読み取り，概要や要点を把握している。 

定期考査 

（リーディング） 
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c: それぞれの写真に適当な英文を選ぶために，さまざまな AI 製品に

ついて話された内容の概要を捉えようとしている。 

話すこと 

（発表） 

a: 側注・脚注の語彙や，Hints for Understanding の言語材料（名詞

を修飾する分詞，形式主語〈It is ～ that ....〉，形式主語〈It is ～ 

(for A) to do ....〉）を理解している。 

b: AI や AI による芸術について，理解を深めるために，各 Part 本文

の内容を読み取り，概要や要点を把握している。 

c: それぞれの写真に適当な英文を選ぶために，さまざまな AI 製品に

ついて話された内容の概要を捉えようとしている。 

スピーキング 

テスト 

書くこと 

a: 名詞を修飾する分詞，形式主語〈It is ～ that ....〉，形式主語〈It 

is ～ (for A) to do ....〉の用法について理解している。 

b: 自分の気持ちや考えを伝えるために，ターゲットとなる文法事項

を用いて質問に答えたり，短い英文を書いたりしている。 

c: 自分の気持ちや考えを伝えるために，ターゲットとなる文法事項

を用いて質問に答えたり，短い英文を書いたりしようとしている。 

定期考査 

（ライティング） 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


